
令和5年1月号

命の危険が迫った状態になると約70％
の人がこれからの医療やケアなどを自
分で決めたり望みを人に伝えたりする
ことが出来なくなると言われています。

人 生 会 議
「もしものとき」にそなえて話し合ってみませんか？

誰でも、いつでも、命に関わる大きな
病気やケガをする可能性があります。

あなたらしく生きるために

これらの話し合いは、もしもの時に、
あなたの信頼する人が、あなたの代わ
りに医療やケアについて難しい決断を
する場合に重要な助けとなります。

裏面もご覧ください

「もしものとき」のために、
あなたが望む医療やケアを前もって考
え、あなたの信頼する人たちと繰り返
し話し合い共有する取り組みを

人生会議
（ACP:アドバンス・ケア・プランニング）

と呼びます。

新年あけましておめでとうございます

回覧

話し合いの進めかた（例）

できるだけ
自宅で過ご
したい

厚生労働省 人生会議（ACP)普及・啓発リーフレットより抜粋
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